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品
川
硝
子
製
造
所
遺
構
発
掘
ガ
ラ
ス
片
類
似

の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス

棚

橋

淳

は

じ

め

に

約
二
十
年
前
、
す
な
わ
ち
昭
和
五
十
年

(
一
九
七
五
)
十
月
初
め
、
ぴ
い
ど
う
史
料
庫
所
蔵
の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
皿
の
中

の

一
つ
が
、
品
川

硝
子
製
造
所
窯
場
跡
よ
り
発
掘
さ
れ
た
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
片

(現
在
所
在
不
明
)
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

の
は
、
当
時
国
立
科

学
博
物
館
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
小
田
幸
子
氏
で
あ

っ
た
。
小
田
氏
か
ら
は
、
そ
の
後
上
記
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
片
の
写
真

(写
真

1
)
が
掲
載
さ

ω

れ
た
小
冊
子

『
工
部
省
品
川
硝
子
製
造
所
記
念
展
示
』
が
送
ら
れ
て
き
た
。

翌
昭
和
五
十

一
年
、
加
藤
孝
次
氏
が

『明
治
大
正
の
ガ
ラ

ス
』
を
刊
行
さ
れ
る
と
い
う

の
で
、
前
述
の
情
報
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
、
単
色

ω

版
で
あ

っ
た
が
、
発
掘
品
酷
似
の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
皿
の
写
真

(写
真
2
)
が
同
書
に
掲
載
さ
れ
、
世
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
こ
れ
を

㈲

契
機
と
し
て
諸
書
、
雑
誌
に
単
色
版
、
原
色
版
で
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
そ
の
形
状
は
さ
ち
に
世
人

の
目

に
触
れ
易
く
な

っ
た
。

そ
れ
と
共
に
ナ
ビ
オ

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
神
戸
市
立
博
物
館
で
行
わ
れ
た
展
覧
会
に

㈲

上
記
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
皿
が
出
陳
さ
れ
、
直
接
的
に
そ
の
形
状
を
観
察
し
得
る
機
会
が
提
供
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
物
性
な
ら
び
に

成
形
上

の
技
術
的
な
特
徴
に
つ
い
て
の
詳
細
は
未
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
情
報
不
足
か
ら
か
、
上
記
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
皿
を
国

㈲

産
品
と
す
る
こ
と

へ
の
疑
義
も
近
年
だ
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
ま
た

一
方

で
は
、
こ
の
皿
の
縁
に
み
ら
れ
る
二
箇
所

の
凹

み
か
ら
上
記
プ

レ
ス



㈹

ガ
ラ
ス
皿
の
技
術
的
水
準
の
低
さ
を
指
摘
す
る
向
き
も
あ
る
。

本
論

で
は
品
川
硝
子
製
造
所
窯
場
跡
発
掘
ガ
ラ
ス
片
と
酷
似
し
た
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
皿
、
お
よ
び
類
型
的
文
様

の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
茶
托
の
比

重
お
よ

び
技
術
的
特
徴
を
述
べ
る
と
共
に
、
品
川
硝
子
製
造
所
に
お
い
て
技
術
的
指
導
を
行

っ
た
、
い
わ
ゆ
る
お
雇

い
外
国
人
技
術
者
の
国

で
あ

っ
た
英
国
等

の
、
同
時
期
の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
と
の
比
較
も
行
う

こ
と
に
し
た
。
比
重
測
定
は
従
前
の
方
法
で
行
い
、
人
名
、
書
名
お
よ

び
引
用
文
中
の
旧
字
体
、
異
字
体
な
ど
は
適
宜
慣
用
の
字
体
に
改
め
た
。
な
お
資
料
番
号
は
、
ぴ
い
ど
う
史
料
庫
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る
。

用
語
等
凡
例

o
変

動
係
数

標
準
偏
差

〔
資
料
の
散
ら
ば
り
の
度
合
を
表
す
数
値
。
平
均
値
と
各
資
料
の
値

の
差

(偏
差
)
を
二
乗
し
、
そ
れ
を
算
術

平

均
し
た
値

の
平
方
根
と
し
て
求
め
る
。
(
『大
辞
林
」
三
省
堂
よ
り
)〕
の

一
〇
〇
倍
を
平
均
値
で
除
し
た
値
。

o
旭

光
/
擬
宝
珠
文

裏
面
の
文
様
の
う
ち
見
込
み
に
み
え
る
部
分
が
旭
光
文
、
そ
の
周
囲
、
主

に
側
面
に
み
え
る
部
分
が
擬
宝
珠
文
で

あ

る
こ
と
を
示
す
。

o
上
型
/
縁
型

上
型
と
縁
型
の
境
を
示
す
。

o
巻

き
込
み

表
面
の

一
部
が
内
部

へ
二
つ
折
り
と
な

っ
て
巻
き
込
ま
れ
た
状
態
。

o
貫
入
状
線
条

陶
磁
器
の
粕
の
面
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
ひ
び
状

の
線
条
で
、
「
こ
の
種

の
線
条
部
分
は
、
線
条

で
囲
ま
れ
た
部
分
よ
り
低

㈲

い
が
、
線
条
そ
の
も
の
は

一
般
に
突
起
し
て
い
る
」
。
な
お
線
条
の
中
央
は
浅
い
溝
と
な

っ
て
い
る
が
、
固
化
し
て

か
ら
生
じ
た
所
謂
ひ

び

で
は
な

い
。

㈲

o
砂
ポ

ン
テ

「
三
好
鹿
蔵
製
造

の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
」
(二
)
参
照
。
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(3)(2》(1)註 主(4){5)

博

物
館

「
明
治
村

」

『
工
部

省
品

川
硝

子
製
造

所
記

念

展
示
』

図
録

(博

物
館

「
明
治
村

」
、
昭

和

四
十

五
年

)
。

加

藤
孝

次

『
明
治

大

正

の
ガ
ラ

ス
』

(光

芸
出

版
、

昭

和
五

十

一
年

)、

九
九

頁
、
単

色

版
。

由

水
常

雄

『
江
戸

.
明

治

の
ガ

ラ

ス
』

平
凡
社

カ
ラ
ー
新

書

皿

(平

凡
社

、

一
九

七
九
年

)、

一

=

頁
、

原
色

版
。

井

上
曉

子

「
「
品

川
硝
子

」

に

つ
い
て
」

(
二
)
(
『O
冨
ω
ωー

ガ
ラ
ス
エ
芸
研
究
会
誌
』

第

七
号
、

昭
和

五
十

四
年

十

二
月

)、

九

頁
、
単
色

版
。

井
上

曉

子

「
品
川
硝

子

と
そ

の
周
辺

」
㈲

(
『
セ
ラ

ミ

ッ
ク

ス
』

第

一
八
巻

、
昭

和

五
十
入

年

五
月

)、

四

一
八
頁

、
単
色

版

。

関
忠

夫

「
明
治

大

正

の
ガ
ラ

ス
器
」

別
刷

太
陽

(
『
ガ
ラ

ス
』
平

凡
社

、
昭

和
五

十
八

年
六

月

)、

四

五
頁
、

原
色

版
。

由
水
常

雄

編

『
世
界

ガ

ラ

ス
美

術
全
集

』
第

五
巻

「
日
本

」
(
求
龍

堂

、

一
九

九

二
年

)
、
八

入
頁
、

原
色

版
。

友
部
直

監
修

『
ガ
ラ

ス
大

百
科
』

(
ぎ

ょ
う

せ

い
、

一
九
九

三
年

)
、

一
九

〇
頁
。

岡
泰

正
監
修

『
明
治

・
大

正

の
ガ
ラ

ス
』

別

刷
太

陽

(
平
凡

社
、

一
九

九
四

年
八

月

)、

三
四

頁
、

原
色

版
。

山

口
勝

旦

「
び

い
ど
う
職

人

の
世
界

戦
前
の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
ー

」
㈲

(
『目

の
眼

』
二

一
九
号

、
里

文
出

版
、

平
成

六
年
十

二
月

)
、

一

二

頁

、

単

色

版

。

ナ

ビ

オ

ギ

ャ

ラ

リ

ー

『暮
ら
し
の
中
の
美
-
江
戸
/
明
治
/
大
正

ぴ

い
ど

う

・ぎ

や

ま

ん

展

』

図

録

(ナ

ビ

オ

ギ

ャ
ラ

リ

ー

、

昭

和

五

十

六

年

)
、

出

品

番

号

93

、

会

期

7

・
28
1

8

・
17

。

東
京

国

立
近
代

美
術

館

『
近
代

日
本

の
ガ

ラ

ス
工
芸

明
治
初
期
か
ら
現
代
ま
で
ー

』

図
録

(
東
京
国

立

近
代
美

術
館

、

昭
和

五
十

七
年

)
、
図

33

。

原

色

版

、

会

期

9

・
22

1

11

・
28

。

サ

ン
ト
リ

ー
美

術
館

『プ

レ

ス
ガ

ラ

ス
の
美
-

一
八
二
五
⊥

九
四
五
1

』
図
録

(
サ

ン
ト

リ
ー

美
術

館
、

昭
和

五
十

九
年

)
、
五

八
頁

、
図

粥
、

単

色

版

、

会

期

7

・
17
1

9

・
2

。

神

戸
市

立
博

物
館

『
明
治

の
ガ

ラ

ス
展
1

ぴ
い
ど
う
か
ら
ガ
ラ
ス
へ
ー

』

図
録

(
神

戸
市

ス
ポ
ー

ツ
教

育

公
社
、

昭
和

六
十

二
年

)
、

六
〇
頁

、

図

皿
、

単
色

版
、

会

期

10

・
9
1

11

・
29
。

由

水
常

雄
編

、
前

掲
書

、
第

五
巻

、

二

=
二
頁

の
解
説
。

ゴ

シ

ッ
ク

の
尖

頭

ア
ー
チ

文
様

の
バ

ス
ヶ

ッ
ト

形

の
小
皿
。
中
央

に
旭
光

勲
章

形

の
デ
ザ

イ

ン
が

入
れ

ら
れ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的

な

デ
ザ

イ

ン
感

覚

に
よ

っ
て
作

ら

れ
て

い
る
。
こ

の
皿
と
同
形

の
断
片

が
、
品

川
製
作

所
跡

か

ち
出

土

し

た

こ
と
か

ら
、
こ
れ

が
同
所

で
製
作

さ

れ

た
と
考

え

一3一



(6)(8) (7)

ら

れ
て

い
る
。
し

か
し

、
押

し
型
成

形

に
よ

っ
て
作

ら

れ

た

こ
の
皿
は
、
明
治

期

の
押
型

皿

に
比

べ
る

と
、
品
質

が

き
わ

め
て
良

く
、
イ
ギ

リ

ス
等

か

ら

の
輸

入

品

で
あ

っ
た
可
能

性
も

あ

ろ
う
。
い
ず

れ

に
し

て
も

、
品
川

製
作

所

に
ゆ

か
り

の
あ

る
製

品

で
あ

っ
た

こ
と

は
疑
う

余

地
が

な

い
。

山

口
勝

旦

、
前
掲

論

文
、

一

一
一
頁
。

こ

の
品

川
硝

子

で
作

ら
れ
た

と
考

え
ら

れ
る
小

皿
の
縁

に
は
、
金

物

に
よ

っ
て
付

け
ら

れ

た
よ
う

な

へ
こ
み
痕

が
認

め
ら
れ

る
。
離

型
さ

せ

る

折

の
道

具

に
よ
る
痕

か
、

ま

た
別

の
理
由

に
よ

る
痕

な

の
か
判

然
と

し
な

い
が
、

い
ず

れ

に
し

て
も

本
来

の
良

好
な

製
品

と
な

っ
て

い
な

い
。

品

川
硝

子

に
お
け

る
初

期

の
試
験
的

な
プ

レ

ス
ガ

ラ

ス
、
あ

る

い
は
歩

留

り

に
含

ま
れ

る
難
有

り

製
品

の
類

い
だ
ろ
う

か
、
当
時

の
技

術

を
物

語

る
貴
重

な

ガ
ラ

ス
皿
で
あ

る
。

棚
橋
淳

二

「
明
治
大

正
時

代

の
プ

レ

ス
ガ
ラ

ス

そ
の
製
作
時
期
を
め
ぐ
っ
て
ー

」

(サ

ン
ト

リ
ー

美
術
館

、

前
掲

図
録

)
、
四

七
頁

。

棚
橋
淳

二

「
三
好

鹿
蔵

製

造

の
プ

レ

ス
ガ
ラ

ス
」

(
二

)
(
『
研
究

紀
要

』
第

三
十

三
号

、
松
蔭

女

子
学

院
大
学

.
短
期

大
学

学
術

研
究
会

、

平
成

四
年

三
月

)
、

三
九
ー

四

〇
頁
。

二

品
川
硝
子
製
造
所

に
お
け
る
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス

ω

明
治
九
年

(
一
八
七
六
)
四
月
四
日
工
部
省
製
作
寮

の
所
轄
と
し
て
創
置
さ
れ
た
品
川
硝
子
製
造
所
が
品
川
工
作
分
局
と
称
せ
ら
れ
て
い

た
明
治
十
四
年
(
一
八
八

一
)、
東
京
上
野
公
園
内
で
行
わ
れ
た
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
、
同
局
は
二
六
八
件
の
ガ
ラ
ス
製
品
を
出
品
し

た
。
そ

の
中
に
は
明
ら
か
に
プ
レ
ス
加
工
で
あ
る
こ
と
を
示
す

「
押
形
」
を
品
名

に
冠
し
た
製
品
が
三
件
あ
り
、
出
品
目
録
に
は
以
下

の
よ

②

う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

○

第

三

類

工

作

局

…
…

(略
)
…
…

△
押
型
大
皿

(一
四
九
)
同
上

△
押
型
小
皿

(二
五
9

同
上

△
押
型
塩
入

三
五
こ

同
上
…
・:

(
略
)
・、,,,,

一4一



こ
こ
で
品
名

の
下

の
数
字
は
同
局
出
品
の
製
品
に
付
け
ら
れ
た
連
番
で
あ
り
、
そ
の
下

の

「
同
上
」
は
製
造
者
で
あ

る

「品
川
工
作
分
局
」

の
略

で
あ
る
。

㈹

『工
部
省
沿
革
報
告
』
に
よ
る
と
、
「
明
治
十
二
年
四
月
硝
子
工
英
人

「
ゼ
ー

ム
ス
、

ス
ヒ
ー
ト
」
ヲ
徴
傭
シ
食
器
其
他
常
用
器
具
ノ
製
造

ヲ
創
始

ス
」
「
明
治
十
六
年
二
月
…

(中
略
)
…
○
廿
八
日
硝
子
工
英
人
「
ス
ヒ
ー
ト
」
ヲ
解
傭
シ
…
」
と
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド

(』
ロ
日
Φ
ω
ω
U
Φ
Φα
)

は
上
記

明
治
十
四
年
に
行
わ
れ
た
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
製
造
に
も
大
き
く
関
与
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
品
川
硝
子
製

ω

造
所
の
興
廃
お
よ
び
そ
の
前
後

の
事
情
に
つ
い
て
は
、
既
往

の
研
究
に
譲
る
と
し
て
同
所
は
明
治
十
七
年

(
一
八
八
四
)
二
月
廃
設
、
紆
余

曲
折
を

経
て
翌
明
治
十
八
年
五
月
、
西
村
勝
三
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
勝
三
は
当
時
再
び
品
川
硝
子
製
造
所
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
名
称
を
、㈲

そ
の
ま
ま
襲
用
す
る
こ
と
と
し
、
操
業
法
を
改
革
し
て
全
部
を
四
科
に
分
け
、
そ
の

「第
四
科
に
於
て
飲
食
器
及
び
理
化
学
用
品
を
製
造
」

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
明
治
二
十

一
年

(
一
八
八
八
)
五
月
に
は
、
か
ね
て
よ
り
ド
イ
ツ
の
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ヒ
に
あ
る
ベ
エ
ッ
ク
、

エ
ン
ド
、
ケ
ル
ス
テ

ン
硝
子
製
造
所
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
技
師
中
島
宣
が

「各
種
の
吹
込
型
及
び
押
型
其
他

の
機
械
並
に
硝
子
工
独
逸
人
弐

樹
名
」
を
伴
な

い
帰
朝
し
た
。
同
年
、
勝
三
は
業
務
拡
張
等
の
た
め
、
資
本
金
十
五
万
円
を
以
て
有
限
責
任
品
川
硝
子
会
社
を
設
立
、
品
川
硝

子
製
造
所
の
資
産

一
切
を
買
収
し
た
。
当
時
品
川
製
造
所

に
は
第

一
よ
り
第
四
ま
で
の
工
場
が
あ
り
、
第

一
よ
り
第
三
工
場
ま

で
は
ガ
ス
窯

を
用

い
て
酒
罎
、
薬
罎
、
火
舎
を
製
造
し
第
四
工
場
は
工
部
省
よ
り
の
製
造
を
踏
襲
し
て

「燈
台
局
用
の
燈
台
火
舎

、
軍
艦
用
の
食
器
及
び

の

薬
罎
、
陸
軍
用
の
薬
罎
及
び
水
呑
罎
、
鉄
道
局
用
の
燈
用
硝
子
等
「
を
定
業
と
し
、
「
其
他

]
般

の
上
等
品
注
文
に
応
ず
る
こ
と
と
為
し
、
又

ω

押
型
器
を
以
て
下
等
食
器
を
も
併
せ
て
製
出
す
る
」
と
し
て
い
た
が
、
品
川
硝
子
会
社
も
こ
れ
に
倣

い
、
特
に

「押

型
硝
子
製
品
は
下
等
品

㎝

の
需
用
多
き
を
察
し
、
主
と
し
て
水
呑
及
び
皿
等
を
作
り
て
販
売
」
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
経
済
恐
慌
、
原
料
騰
貴

、
過
剰
生
産
等
の
た
め

経
営
不
振
と
な
り
、
明
治
二
十
五
年

(
一
八
九
二
)
十

一
月
有
限
責
任
品
川
硝
子
会
社
は
解
散
す
る
に
至

っ
た
。
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し
た
が

っ
て
冒
頭
で
述
べ
た
品
川
硝
子
製
造
所
窯
場
跡
よ
り
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
片
が
、
製
品
見
本
と
し
て
舶
載
さ
れ
た

も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
官
私

い
ず
れ
の
時
期
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
お
そ
く
と
も
こ
の
時
ま
で
に
同
所
で
製
造

さ
れ
た

「押
型
皿
」
で

あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
共
に
上
記

の
記
録
か
ら
、
か
な
り
多
数

の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
が
同
所
に
お
い
て

製
造
さ

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
明
治
二
十

一
年
五
月
以
降
、
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
に
も
ド
イ
ツ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
で
あ

ろ
う

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(1)註(4}(3)(2)

品

川
硝

子
製
造
所

は
明
治

十
年

一
月

十

一
日

か
ら
同

十

六
年
九

月

二
十

一
日
ま

で

の
期

間
、

品

川
工
作

分
局

と
称

せ
ら

れ
て

い
た
。

(後

掲

『
工

部
省

沿
革

報
告
』

に
よ

る
。
)

内
国
勧

業

博
覧
会

事

務
局

『
第

二
回
内

国
勧

業
博

覧
会

出
品

目
録

』
初
篇

弐

「
第
弐

区
」
、

工
部

省
、

四

頁
。
国

立
国

会
図
書

館

蔵

〔
尊

一
。。
山

8
。

『
工
部

省

沿
革
報

告

』

(大

蔵
省

、

明
治

二
十

二
年

)、

七

一
〇

頁
、

七

一
二
頁
。
国

立
国
会

図
書

館
蔵

〔
卜。
守

。。
ω
ω
〕
。

前
掲

『
工
部
省

沿
革
報

告
』
、

七
〇
九

-
七

一
六
頁
。

大

日
本

窯

業
協
会

『
日
本

近
世
窯

業
史

』
第

四
編

「
硝

子
工
業

」

(
大

日
本

窯
業

協
会

、
大

正

六
年
、

昭
和

四
十

一
年
復

刻

)
、

一
五
-

二

二
頁
、

二
七
-

三

二
頁
。

井

上
曉

子

『
工
部
省

品

川
硝

子
製

造
所

と
明

治
前

期

の
ガ
ラ

ス
工
業

』
稿
本

、
昭

和

五
十

三
年
成

、
九

-

一

=
二
頁
、

一
七

三
-

二

一
一
頁
、

そ

の
他
表

、

附
図
。

井

上
曉

子
氏
蔵

。

井

上
曉

子

「
「
品

川
硝

子
」
に

つ
い
て
」

(
一
)
(
『O
冨
ωω
ー

ガ
ラ
ス
エ
芸
研
究
会
誌
』
第

六
号

、
昭

和
五

十
四
年

五

月
)
、

二

ニ
ー

二

一
頁
。

同

(
二

V

(
同
、

第

七
号
、

昭

和

五
十
四
年

十

二
月

)
、

ニ
ー

一
四
頁
。

井

上
曉

子

「
品

川
硝

子
と

そ

の
周
辺
」

ω

(
『
セ
ラ
ミ

ッ
ク

ス
』
第

一
八
巻

、

昭
和

五
十
八

年

一
月

)
、
七

六
-

七
七
頁

。

同
②

(
二
月

)
、

一
五

〇
ー

一
五

一
頁
。

同
③

(
三
月

)
、

二
四
〇
ー

二
四

一
頁
。

同
㈲

(
四
月

)
、

三

一
入

-

三

一
九

頁
。

同
㈲

(
五
月

)
、
四

一
七

-
四

一
八

頁
。

同

一6一



(7)(6)(5)

ω

(
七
月

)
、

六
〇
四

-

六
〇

五
頁
。

同
⑩

(十

月

)、

八

入
入
-

入

八
九
頁

。
同

QD

(
十

一
月

)、

九

七
六
ー

九
七

七
頁
。

大

日
本

窯

業
協
会

、

前
掲
書

、
第

四
編

、

二
八

頁
。

大

日
本

窯
業

協
会

、
前

掲
書

、
第

四
編

、

二
九

頁
。

大

日
本

窯
業

協
会

、
前

掲
書

、
第

四
編

、
三

〇
頁

。

『
東
京
朝

日
新

聞
』

=
二
八

〇
号
、

明
治

二
十

二
年

七
月

十

一
日
、

四
面

下
段

の
有
限

責
任

品

川
硝

子
会
社

の
製

品
図

入
り
広

告

(
図

1
)
に
は

プ

レ

ス
ガ

ラ

ス
ら

し
く

見
え

る
製

品
も

二
、
三
掲

載
さ

れ

て

い
る
。
朝

日
新
聞

東
京

本
社

朝

日
サ
ー

ビ

ス

セ
ン
タ
ー

、
マ
イ

ク

ロ

コ
ピ
ー

に
よ

る
。

弊

社

今
般

大

に
業
務

を
拡

張
し
従

来
製

出
す

る
品

の
外

新

に
上
図

の
如

き
型

吹
食

器
類

を
製

出

す
其

品

質

は
輸

入

品
よ

り
良

好

に
し

て
価
格

ハあ
ヨ

ハ
反
て
低
廉
に
な
れ
バ
是
よ
り
益
々
励
精
し
て
輸
入
品
を
防

遇
す
る
目
的
な
り
世
上
顧
客
諸
君
最
寄
り
硝
子
店
に
就
て
陸
続
御
購
求
の
上

其
良
否
を
試
み
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す

図1有 限責任品川硝子会社 の製品図入 り広告。

(『東京朝 日新聞』1380号,明 治22年(1889)7

月1畑 所 載}。
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広
告
文
中
、
「上
図
の
如
き
型
吹
食
器
類
」
が
文
字
通
り
型
吹
き
な

の
か
、
そ
れ
と
も
型
押
し
な
の
か
の
判
定
は
、
図
1
か
ら
だ
け
で
は
つ

け
難
い
が
、
花
襲
縁
は
と
も
か
く
と
し
て
、
花
縁
・玉
縁
は
型
吹
き
で

は
製
造
し
難
い
た
め
、
少
く
と
も
花
縁
・玉
縁
の
食
器
類
は
型
押
し
で

あ
る
可
能
性
が
大
き
い
と
思
れ
る
。
な
お
図
2
に
示
す
器
の
意
匠
は

発
掘
ガ
ラ
ス
片
と
か
な
り
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三

十
九

世
紀

後

期
英
国

等

の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
の
比

重

お
よ

び
成
形

技

術

る
可
能
性
は
あ
る
程
度
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

あ
る

か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
十
九
世
紀
後
期
英
国
製
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
の
う
ち
偶
目
し
得
た
僅
か
な
事
例
、

よ
び
参
考
に
な
り
そ
う
な
二
、
三
の
事
例
に
つ
い
て
記
す
。

e

十
九
世
紀
後
期
英
国
等

の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス

幕
末
か
ら
明
治
時
代
中
期
に
か
け
て
舶
載
さ
れ
た
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
は

多

い
が
、
そ
れ
ら
の
中

で
英
国
製
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
も

の
は
そ
う

多
く
な
い
。
例
え
ば
舶
載
さ
れ
た
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
の
文
様

・
様
式
が
同

時
期

の
英
国
の
製
造
所
な
ど
の
カ
タ
ロ
グ
所
載

の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
の
文

様

・
様
式
と
ほ
ぼ

一
致
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
舶
載
品
が
英
国
製
で
あ

同
じ
よ
う
な
も
の
が
他
国
で
も
製
造

さ
れ
て
い
る
可
能
性
がお

一 呂一
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ω
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
製
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス

俗
に
バ
ー
ミ
ン
ガ

ム
の
プ
レ
ス
皿
と
称
さ
れ
て
い
る
小
皿
で
、
か

つ
て
岡
田
譲
氏
が

『
日
本

の
ガ
ラ
ス
』
に
写
真
を
掲
載
さ
れ
て
か
ら
、

一
般

に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
文
様
は
ホ
ブ
ネ
イ

ル
/
唐
草
文
で
輪
花
状

の
縁
を
有
し

(写
真
20

・
23
他
)、
高
台
に
〉
幻
↓
=
q
幻
.

幻
O
切
O
日
↓
O
竃

bu
H閃
竃
H乞
Ω
団
諺
竃

(写
真
36

・
37
)
と
年
月
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
同
書
所
載

の
も
の
は
竃
〉
団

ド
。。8

(写
真
21

・
22

と
同
じ

)
で
あ
る
が
、
他
に
異
な
る
年
月
の
も

の
も
あ
り
、
(写
真
24

・
25

・
34

・
35
)、
そ
れ
ぞ
れ
製
造
時
期
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

近
年
、
東
京
大
学
本
郷
構
内

の
遺
跡
、
御
殿
下
記
念
館
地
点
に
お

い
て
、
近
代

の
廃
棄
坑
か
ら
底
部
に
H
。。2

国
UU
°
ゆ
H国
冒
H2
Ω
口
〉
竃
と

㈹

陽
刻
の
あ
る
淡
緑
色
の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
皿
の
破
片
が
出
土
し
た
と
い
う
。

②
意
匠
登
録
記
号
陽
刻

の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス

㈹

英
国

の
意
匠
登
録
記
号
が
陽
刻
さ
れ
た
大
皿
に
つ
い
て
は
、
以
前
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は
そ
の
記
事
を
参
照
さ
れ
た
い
。

①

一
八
六

一
年
六
月
二
五
日
登
録
の
大
皿
で
、
文
様
は
剣
菊
/
長
円
に
剣
菊
文
、
径
二
四

・
七

㎝

(Z
o
」
8
ρ
ω
゜
写
真

46
)。

②

一
八
六
七
年
六
月
二
六
日
登
録
の
大
皿
で
、
文
様
は
入
重
菊
/
輪

つ
な
ぎ
文
、
径
二
五
・六

㎝

(Z
o
」
8
b。°S
写

真
47
)。
裏
側
面

の
地

の
部
分
が
プ

レ
ス
成
形
後
、
摺
り
ガ
ラ
ス
状
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
「
干
時
明
治
十
二
年

(
一
八
七
九
)
購
求
之
」
と

の
箱
書

(底
)
が
あ
る
。

因
み
に
蓋
表
に
は

「キ
リ
コ
菓
子
鉢
」
と
あ
る
が
、
当
時
の

一
般
人
に
と
っ
て
カ

ッ
ト
ガ
ラ
ス
と
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
の
区
別
な
ど
で
き
な
か

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

㈹
そ

の
他

の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス

①

バ
ー

ミ

ン
ガ

ム
製

プ

レ

ス

ガ

ラ

ス
と

類

似

の
雰

囲

気

を
も

つ
淡

緑

色

の
プ

レ

ス

ガ

ラ

ス
皿

(
Z
o
°
巳

。。
。。
°ω
O
㌣

切
゜
写

真

48

)

で
、

文

様

は
ボ
ブ
ネ
イ
ル
/
葉
文
、
高
台
相
当
部
分
に
陽
刻
は
な

い
。
文
様
の
凹
凸
、
特
に
ホ
ブ
ネ
イ
ル
の
凹
凸
が
顕
著
な
と

こ
ろ
が
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
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ム
製
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
に
似
る

(写
真
41

・
52
)。

②

「干
時
慶
応
四
戊
辰
年

(
一
八
六
八
)
閏
四
月
上
旬
」
と
墨
書

(蓋
裏
)
の
あ
る
箱
入
り
の
舶
載
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
皿

で
、
文
様
は
わ
ら
び
/

の

わ
ら
び
文
、
径

一
七

.
九

㎝

(Z
o
」

O。。
8

H。。
°
写
真
53
)。
蓋
裏
に
は
上
記
の
年
月
の
他
に
入
手
の
由
来

が
記
さ
れ
て
い
都
。
な
お
蓋
表
に

は

「キ

ヤ

マ
ン
菓
子
鉢
」
と
あ
る
。
「キ
ヤ

マ
ン
」
な
る
形
容
は
ガ
ラ
ス
生
地

の
無
色
透
明
、
堅
牢
さ
の
故
で
あ
ろ
う
。

③

「
明
治
三
庚
午
年

(
一
八
七
〇
)
二
月
吉
日

キ
ヤ

マ
ン
古
ア
(
ワ
)タ
リ
中
皿
」
と
墨
書

の
あ
る
箱
入
り
の
舶
載
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
で
、
文

様
は
ダ
イ
ヤ

・
螺
旋
/
唐
草
文
、
径
二

一
・
七

㎝

(Z
9

一〇
。。
H
ω
H
。。
°
写
真
54
)。
「
キ
ヤ
マ
ン
」
な
る
形
容
は
や
は
り
ガ
ラ
ス
生
地
の
無
色

透
明
、
堅
牢
さ
の
故
で
あ
ろ
う
。

口

十
九
世
紀
後
期
英
国
等

の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
の
比
重

ω
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
製
プ
レ
ス
ガ
ラ

ス
の
比
重

資
料

が
少
な
く
明
確
な
こ
と
は
い
え
な

い
が
、
比
重
を
測
定
し
得
た
限
り
で
は
表
1
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

一
入
六
四
年
ま
で
の
小
皿
は
比

重
が
二

・
五
か
ら
二

・
六
五
程
度
で
、

一
八
六
五
年
の
小
皿
は
比
重
が
三
前
後
で
あ
る
。

さ
き

に
述
べ
た
東
京
大
学
本
郷
構
内
の
遺
跡
、
御
殿
下
記
念
館
地
点
出
土
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
製
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス

(
国
切

H。。罐
と
陽
刻

の
小

⑥

皿
)
の
密
度
は
西
田
泰
民
氏
等
に
よ
る
と
二

・
六
六
g
/

面
で
あ
る
。
ま
た
同
氏
等
に
よ
る
と
螢
光
X
線
分
析
で
顕
著
な
鉛

の
ピ
ー
ク
が
認

め
ら
れ
、
中
性
子
放
射
化
学
分
析
で
は
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
が
二

・
五
%
と
少
な
く
、
ア
ル
カ
リ
が

一
二

・
四
%
と
多
く
検
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
そ

の
生
地
を
鉛
ア

ル
カ
リ
ガ
ラ

ス
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
約
六
〇
〇
〇
P
P
m
の
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
清
澄
剤
と
し
て
亜
ヒ

酸
が
用

い
ら
れ
た
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
た

(表
2
)。

②
意

匠
登
録
記
号
陽
刻

の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
の
比
重
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資料番号
1資 料 名

高台の陽刻 寸 法 比 重 同 小 数第
2位 内訳 同 平 均 同変動係数 註

Nα1994.51A-C ホブネイル/唐草文小皿 MAY1860
㎝

D.10.6-? 2.50_ユ 0×2,1×1 2.50 0,188

Nα1983.143

一 一

ホブネイル/唐草文小皿(淡 緑) FEB.1864 D.10.4 2.64

177 〃(黄 緑) 〃 〃 D.10.4 2.61

178 〃(淡 青) 〃 〃 D。10.4 2.62

Nα1994.60 〃(〃) 〃 〃 D.10.4 2.62

Nα1979.39 ホブネイル/唐草文小皿 AUGUST1865 D.10.4 3.05 (5)

Nα1994.55A-C 〃 〃 〃 D.10.3 3.04_5離 4×2,5癖X1 3.04 0,155

Nα1982.143 〃(緑) 〃 〃 D.10.4 2.98 (5)

1

.口

1

表1バ ーミンガム製プレスガラスの比重等。比重変動係数は小数第4位 を四捨五入した。「註」欄に註記のない比重は別表を

参照。
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田
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旨
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↑
ト
遜
昧
睦

毛
輕
楚
七
目

。締
握
騨
卦
㌍
e
目

駁
駆
艇
×
♪
ト
郭
く
艇
入

加
1

K
e
舶
丑
並
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無
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u
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①

一
八

六

一
年

の

登

録

記

号

陽

刻

の
剣

菊

/

長

円

に
剣

菊

文

大

皿

(
Z
o
」

㊤
8

°ω
゜
写

真

46

)

の
比

重

は

二

・
五

二
、

②

]
入

六

七

年

の
登

録

記

号

陽

刻

の
八

重

菊

/

輪

つ
な

ぎ

文

大

皿

(
Z

o
」

O
露

゜
圃
゜
写

真

47

)

の
比

重

は

二

・
五
八
で
、

い

ず

れ

も

一
入

六
四

年

ま

で

の

バ
ー

ミ

ン

ガ

ム
製

プ

レ

ス
ガ

ラ

ス

の
比

重

の

分

布

範

囲

内

に

あ

る

(
表

3

)
。

㈹

そ

の
他

の
プ

レ

ス
ガ

ラ

ス

の

比

重

(
表

3

)

①

バ
ー

ミ

ン
ガ

ム
製

プ

レ

ス

ガ

ラ

ス
と

類

似

の

雰

囲

気

を

も

つ
皿

(
Z
o
°
一
㊤
。。
。。
°ω
O
>
山

写゚

真

48

)

二

枚

の
比

重

は

三

・
〇
三
お

よ

び
三

・

〇
四
で
、

と

も

に

一
八

六

五

年

の

バ

ー

ミ

ン

ガ

ム
製

プ

レ

ス

ガ

ラ

ス

の
比

重

の
分

布

範

囲

内

に

あ

る

と

い
え

る

。

②

慶

応

四

年

(
一
八

六

八

)

箱

書

の
わ

ら

び

/

わ

ら

び

文

皿

(Z
9

お

。。
刈
ド゚
。゚
°
写

真

53

)

の
比

重

は

二

・
五

二
で

一
八

六

四

年

ま

で

の

バ

ー

ミ

ン
ガ

ム
製

プ

レ

ス
ガ

ラ

ス

の
比

重

の

分

布

範

囲

内

に

あ

る

。

③

明

治

三

年

(
一
入

七

〇

)
箱

書

の

ダ

イ

ヤ

・
螺

旋

/

唐

草

文

皿

(
Z
P
H
O
。。
H
°
ω
H
。。
°
写

真

54

)

の
比

重

は

二

・
五

三
で
、

同

じ

く

一
入

六

踏

摯

醜

中

踏

輩

歯

蝿
岡
瞬廓

諮

咄

4

碑

呂

鱒

画

と・

購罰N自冴甥

画

く

芯

群

Z
o
H
⑩

8
°
ω

塗
凝
＼
知
詞"
D
塗
避
滑
汁
目

H
Q。
①
H

身U°トのト噛『

N
°
O
"・

(
3

Z

g
O
O
N

絹1

〉
田
謝＼
離
O
吋
咄
掃
汁
目

H
oQ

零

温

爺
H
卜。

紺
(
H
°。

§

U

』
朝

』

悼
゜
切
。゚

(
3

Z
ρ
H
Oo
。
Q。
.
ω
O

>

1

切

チ

曵
卸

収
、

ミ

繍

料

自
(

蕪蔀)

U
°

屋

為

l
Q。

Q。
°
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よ

ω
×
H

玉
×
H

ω
゜

9

Z
ρ
H
O◎
。
圃

」
Q。

ず
か

q
＼
汁
①

9掛

目

漸蔚

幽

醤
(
一
Q。
①
Q。)

∪°

罵

』

N
°

細

(°
。V

Z
ρ
H
Oo
。
H
°
ら。
H
Q。

、
義

寄・

灘

鼎
＼

颯
桝

済
丑

自

温

誌
ω

岳
(
H
c。

ざ)

U

』
H

絹

b。

U
騨

(Q
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鼎

㎝

婦

岡
瞬
錦

叫
叩
叩
騙
撞

刈
。
マ
×

㍉

焔
×
層

卵
3
盗

3
曵

マ
×
昏
,
"
メ

S
甘
田

娼
゜

「
趾
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墓

"臼
群

耶ロ
3

蒔

5
昌

圖

舜
酌
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嘩
蹄

翔
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資料番号
空気中重量一水中

重量(体 積相当)
同平均

同変動

係 数

Nol994.51Cお よ び

Nα1994.55Cを100.0と

した と き の他 の 値
備 考

Nα1994.51A

51B

51C

琶馬㎝虐)

47.05

40.80

40.75

暮〔耐1

42.87 6.90

115.5

100.1

100.0

MAY1860

の 陽刻

Nα1994.55A

55B

55C

37.30

36.05

34.65

36.00 3.01

107.6

104.0

100.O
I

AUGUST

1865の 陽

刻

表4バ ー ミンガム製プレスガラスの体積相当量等。空気中重量 と水中重量 との差

(体積相 当)の 平均および変動係数は、それ ぞれ小数第3位 を四捨五入 した。

四
年
ま
で
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
製
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
の
比
重

の
分
布
範
囲
内

に
あ
る
。

日

十
九
世
紀
後
期
英
国
等
の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
の
成
形
技
術

ω
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
製
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
の
成
形
技
術

製
品
に
残
る
型
の
継
目
痕
か
ら
判
断
し
て
上
型

・
縁
型

・
下
型
が
用

い
ら
れ
て
い
る
と
推
定

さ
れ
る
。
縁
型
/
下
型
の
継
目
痕
は
下
方
に
突
き
で
て
い
て
、
上
手
物
と
は
い
い
難

い

(写
真

39
)。
ま
た
再
加
熱
さ
れ
た
様
子
が
な

い
の
で
、
ポ
ン
テ
は
使
用
さ
れ
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

下
型
に
よ
る
文
様
は
彫
り
が
深
く
極
め
て
鮮
明
で
あ
り
、
触
れ
た
と
き
痛

み
を
感
じ
る
程
で
あ

る
(写
真
41
)。
上
型
に
よ
る
面
は
か
な
り
滑
ら
か
で
あ
る
が
、

一
部
に
貫

入
状
搬
が
み
ら
れ
る

(写
真
40
)。
ま
た
Z
o
」
O。。
ω≒

。。
(写
真
29
)
の
見
込
に
は
群
小

の
浅
い
凹
み
が
み
ら
れ
る
(写

真
30
)。

窓
〉
団

H°。
①O
と
陽
刻
の
あ
る
小
皿
(Z
o
」
㊤
詮

習゚
㌣

P

写
真
20
)お
よ

び
諺
d
O
d
ω
弓
H
◎。
O切

と
陽
刻
の
あ
る
小
皿

(Z
o
」
O
漣
゜
朗
㌣

○

写
真
44
)
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ

型
で
製
造
さ
れ
た
も

㈲

の
で
あ
り
、
径
も
ほ
ぼ

一
定
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
そ
の
厚
さ
の
変
動
は
ほ
ぼ
体
積
の
変
動
に

比
例
す
る
と
見
倣
す

こ
と
が
で
き
る

(表
4
)。

②
意
匠
登
録
記
号
陽
刻
の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
の
成
形
技
術

①

一
八
六

一
年

の
登
録
記
号
陽
刻
の
剣
菊
/
長
円
に
剣
菊
文
大
皿

(Z
ρ
お
8
曹。。°
写
真
46
)

は
型

の
継
目
痕
が
再
加
熱
の
た
め
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な

い
。
し
か
し
極

く
僅
か
な
痕
跡
か
ら

一13一



上
型

・
縁
型

・
下
型
が
用

い
ら
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
砂
ポ

ン
テ
が
使
用
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
高
台
は

一
部
種
不
足
の
箇
所
を
除
き
極

め
て
平

滑
に
、
切
子
面
の
よ
う
に
研
磨
さ
れ
て
い
て
そ

の
痕
跡
も
な

い
。
下
型
に
よ
る
文
様
は
彫
り
が
深

い
。
上
型
に
よ
る
面
は
か
な
り
滑

ら
か
で
、
か
つ
熱
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

一
部
に
貫
入
状
線
条
、
お
よ
び
群
小
の
気
泡
に
よ
る
小
凹
凸
が
み
ら

れ
る
。

②

一
入
六
七
年
の
登
録
記
号
陽
刻
の
八
重
菊
/
輪

つ
な
ぎ
文
大
皿

(乞
ρ

HO
㊤P

S

写
真
47
)
は
型
の
継
目
痕
が
再
加
熱
の
た
め
ほ
と
ん

ど
残

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
極
く
僅
か
な
痕
跡

(上
型
/
縁
型
)
お
よ
び
必
要
性
か
ら
上
型

・
縁
型

・
下
型

(
・
底
型
?
)
が
用
い
ら
れ
て

い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
砂
ポ
ン
テ
が
使
用
さ
れ
た
ら
し
く
、
高
台
は
平
ら
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
下
型
お
よ
び
縁
型

に
よ
る
文
様
は
彫
り
が

深
く
、
上
型
に
よ
る
面
は
滑
ら
か
で
、

一
、
二
み
ら
れ
る
些
細
な
欠
陥
も
加
熱
処
理
の
た
め
ほ
と
ん
ど
無
視
で
き
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
大

皿
は
前
述

の
よ
う

に
成
形
、
加
熱
処
理
後
、
裏
側
面

の
凹
部
、
即
ち
文
様
の
地

の
部
分
が
摺
リ
ガ
ラ
ス
状
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
。

㈹
そ

の
他

の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
の
成
形
技
術

①
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
製
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
と
類
似
の
雰
囲
気
を
も

つ
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
皿

(Z
o
」
O
。。
。。°
ωO
諺
-
切

写゚
真
48
)
は
製
品
に
残
る
型
痕

か
ら
上
型

・
縁
型

・
下
型
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
上
型
/
縁
型
の
継
目
痕
は
片
側
に
だ
け
輪
花
状
に
張
り
で
て
い
る
し

(写

真
49
)
、
縁
型
/
下
型
の
継
目
痕
は
下
方
に
突
き
で
て
い
る

(写
真
50
)。
ポ

ン
テ
痕
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
再
加
熱
さ
れ
た
様
子
も

な

い
の
で
、
ポ

ン
テ
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
下
型
に
よ
る
文
様
は
彫
り
が
深
く
鮮
明
で
あ
り
(写
真
52
)、
高
台
は
な
い
。
上

型
に
よ
る
面
は
か
な
り
滑
ら
か
で
あ
る
が
、
。。
Ob
で
は
見
込
み
に
比
較
的
小
規
模
で
浅

い
貫
入
状
線
条
が
み
ら
れ
、
°。O
切
で
は
同
様

の
貫
入
状

線
条

の
他
に
大
き
な
鮫
が
み
ら
れ
る

(写
真
51
)。

②
わ
ら
び
/
わ
ら
び
文
皿

(
=
o
」
㊤
。。刈
」
。。
°
写
真
53
)
は
製
品
に
残
る
縁
型
/
下
型
の
継
目
痕
お
よ
び
必
要
性
か
ら
上
型
/
縁
型
/
下
型

が
用

い
ら
れ
て

い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
砂
ポ

ン
テ
が
底
面

の
文
様
部
分
に
接
触
し
た
ら
し
く
、
文
様

の
凸
起
部
に
微
細
な
砂
が
融
着
さ
れ
て
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い
る
。
高
台
は
多
少
の
欠
損
が
あ
る
が
極
め
て
平
滑
に
、
切
子
面
の
よ
う
に
研
磨
さ
れ
て
い
て
、
砂
ポ

ン
テ
使
用
の
痕

跡
も
な
い
。
上
型
に

よ
る
面

の

一
部
に
巻
き
込
み
が
み
ら
れ
る
が
、
加
熱
に
よ

っ
て
表
面
全
体
は
型
痕
が
み
ら
れ
ぬ
程
極
め
て
滑
ら
か
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
な

お
ブ

ロ
ー
台

で
の
木
鎭
に
よ
る
作
業
を
暗
示
す
る
同
心
円
状

の
筋
目
が
み
ら
れ
る
。
下
型
に
よ
る
文
様
は
鮮
明
で
あ

る
。

③
ダ
イ
ヤ

・
螺
旋
/
唐
草
文
皿

(2
0
」

㊤
。。
H
ω
H°。°
写
真
54
)
は
型
の
継
目
痕
が
念
入
り
な
加
熱
処
理
に
よ

っ
て
残

っ
て
い
な
い
た
め
、

上
型

.
下
型
の
他
に
縁
型
も
用
ら
れ
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
砂
ポ
ン
テ
が
使
用
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
高
台
は
極
め
て
平
滑
に
、
切
子

面
の
よ

う
に
研
磨
さ
れ
て
い
て
そ
の
痕
跡
も
な

い
。
下
型
に
よ
る
文
様
は
さ
程
深
く
な
い
が
鮮
明
で
あ
る
。
上
型
に
よ
る
面
は
貫
入
状
線
条

お
よ
び
群
小
の
浅

い
凹
み
が
念
入
り
な
加
熱
処
理
に
も
拘
ら
ず
残

っ
て
い
る
(写
真
55
)。
加
熱
処
理
で
も
と
れ
ぬ
見
込
み
中
央
部

の
群
小
の

浅
い
凹
み
は
、
半
径
の
大
き
な
車
で
の
研
磨
に
よ
り
、
不
完
全
な
が
ら
除
去
さ
れ
て
い
る
(写
真
56
)。

こ
の
よ
う
な
欠

陥
の
な
い
部
分
は
型

痕
が
み
ら
れ
ぬ
程
滑
ら
か
に
火
作
り
さ
れ
て
い
る
が
、
プ
レ
ス
技
術
そ
の
も

の
は
、
さ
程
高

い
水
準
で
は
な
か

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

註(2) (1(3)(6)(5)(4)

岡

田
譲

『
ガ

ラ

ス
』

日
本

の
美

術
、

第

37
号

(
至
文

堂
、

昭
和

四
十

四
年

五
月

〉
、

八
八
頁

、
第

慨
図

。

西

田
泰
民

.
小
泉

好
延

.
富

沢
威

(
順
不

同

)
「
ガ
ラ

ス
製
品

の
研

究
」

東
京

大
学

埋
蔵

文
化

財
調
査

室

発
掘
調

査
報

告
書

4

東
京

大
学
本

郷

構
内

の
遺

跡

山
上

会
館

・
御
殿

下

記
念
館

地
点

第

3

分
冊

「
考
察

編

」
(
東

京
大

学
埋

蔵
文

化
財

調
査
室

、

一
九

九
〇
年

)、

二

二
九
-

二
三

七
頁

、
写

真

41

の
中

に

は
破

損

し

た
二
枚

の
バ
ー

ミ

ン
ガ

ム
製
プ

レ

ス
ガ
ラ

ス
皿

の
写

真

が
掲
載

さ
れ

て

い
る

(
同
写
真

の
26

)。

棚

橋

淳

二

「
三
好

鹿
蔵

製
造

の
プ

レ

ス
ガ
ラ

ス
」

(
二
)

(
『
研
究

紀
要

』
第

三
十

三
号

、
松
蔭

女

子
学
院

大
学

・
短
期
大

学
学

術

研
究
会

、
平

成

四
年

三
月

)
、

六
-
七

頁
。

東
京

都
江

戸
東
京

博
物

館

『
江

戸

の
夏

1
そ
の
、保
と
美
1

』
図

録

(
江
戸

東
京
歴

史

財
団

、
平
成

六
年
)
、

六

二
頁
。

棚

橋
淳

二

「
江

戸
時
代

の
ガ
ラ

ス
器

の
比
重

」

(
三

)
(
前
掲

『
研
究
紀
要

』

第

二
十
入

号
、

昭
和

六
十

一
年

十
二

月

)、

三
八

頁
、

四
五

頁
。

西
田
泰

民

・
小
泉

好
延

・
富

沢
威

、
前

掲
論

文
、

二
三

四
-

二

三
七
頁
。
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(8) (7)(9)

棚
橋

淳

ニ

コ
ニ
好

鹿
蔵
製

造

の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
」

(
四

)

(前

掲

『
研
究

紀
要
』

第

三
十

五
号

、
平
成

六
年
三
月

)、

二
四

頁
、

二
九

頁
。

棚
橋

淳

二

「
江

戸
時

代
後

期
よ

り

明
治
時

代
前

期

に

い
た
る
切

子

の
技

法

」
(
前

掲

『
研
究

紀
要

』
第

二
十
九

号
、

昭
和

六
十

二
年

十

二
月

)、

七

三

頁
、

七

〇
頁
。

別

表

の

「
寸
法

」
欄

に
お
け

る
径

の
測

定
値

に

は

一
㎜
程
度

の
差

が

み
ら
れ

る
も

の
も

あ

る
が
、

こ
れ

は
ひ
ず

み
、

へ
た
り
、

型

の
継
目

へ
の
生

地

の
は
み
出

し

(
い
わ

ゆ

る
バ
リ

)

に
起

因

す

る
と
判

断
さ

れ

る

の
で
、

底

面
積

に
相
当

す

る
値

は
ほ

ぼ

一
定

と
見
倣

す

こ
と
が

で
き

る
。

四

品
川

硝

子
製

造
所

遺
構

発
掘

ガ

ラ

ス
片
と
類

似

の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス

『工
部
省
品
川
硝
子
製
造
所
記
念
展
示
』
所
載
の
写
真

「発
掘
破
片
類
」
の
5

(写
真
1
)
は
、
そ
の
形
状
か
ら

み
て
旭
光
/
擬
宝
珠
文

ω

の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
皿
と
推
定
さ
れ
、
ま
た
そ
の
大
き
さ
は
破
片

の
横
に
置
か
れ
た
物
指
の
目
盛
か
ら
約

一
五

㎝
と
算
定

さ
れ
る
。
な
お
岡
泰

正
氏
に
よ
れ
ば
、
博
物
館
明
治
村
に
移
築
さ
れ
た
旧
工
部
省
品
川
硝
子
製
造
所
に
展
示
さ
れ
て
い
る
写
真
で
は
、
上
記
発
掘
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス

②

片
は
緑
色
で
あ
る
と
い
う
。

ω
発
掘
ガ
ラ

ス
片
と
酷
似

の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
小
田
幸
子
氏
は
び
い
ど
う
史
料
庫
所
蔵

の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
皿
の
中
か
ら
、
上
記
発
掘
ガ
ラ

ス
片
と
酷
似
す
る
無
着

色
の
皿

(り4
0
°
H
り肉
ら
゜
一㎝>
1
し口
)
を
見
出
さ
れ
た

(写
真
2

・
3
)。
他
に
加
熱
処
理
の
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の

(Z
o
°
H
㊤津
』

b。〉
↓

°写
真

5
)
も
あ
る
。

②
発
掘
ガ
ラ

ス
片
と
類
型
的
文
様
の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス

㈹

昭
和
五
十

一
年

(
一
九
七
六
)、
加
藤
孝
次
氏
が
著
さ
れ
た

『明
治
大
正
の
ガ
ラ
ス
』
に
掲
載
さ
れ
た
茶
托
は
、
そ

の
文
様
が
旭
光
/
擬
宝

珠
文
で
、
径

一
〇

㎝
で
あ
る
。
茶
托
の
周
縁
部
お
よ
び
擬
宝
珠
部
分
な
ど
は
魚
子
文
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
も

の

(Z
o
」
O
°。ω
°゚。
φ諺
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一
国
鷺
Z

ρ
ち

O
ω
」
。。
°
写

真

12

・
16

)

の
他

に

、

擬

宝

珠

文

の
部

分

が

異

斗

文

と

お

き

か

わ

っ
た
旭

光
/

畏

斗

文

茶

托

(
Z
o
」

㊤
。。
ω
゜
。。
8

乞

P

ω

お
㊤ω
゜
瞳
〉
⊥
9

写
真
15

・
17
)
が
あ
る
。
奥
斗
文
の
部
分
は
や
は
り
魚
子
文
に
な

っ
て
い
る
。

註ω

博
物
館

「明
治
村
」
『工
部
省
品
川
硝
子
製
造
所
記
念
展
示
』
図
録

(博
物
館

「明
治
村
」、
昭
和
四
十
五
年
)、
五
頁
。

②

岡
泰
正
監
修

『明
治

・
大
正
の
ガ
ラ
ス
』
別
刷
太
陽

(平
凡
社
、

一
九
九
四
年
入
月
)、
三
四
頁
。

㈹

加
藤
孝
次

『明
治
大
正
の
ガ
ラ
ス
』
(光
芸
出
版
、
昭
和
五
十

一
年
)、

一
〇
入
頁
。
「
数
少
な
い
も
の
ら
し
く
、
出
合
い
に
十
年
か
か
っ
た
」
と

い
う
。

㈲

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

『プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
の
美
-

一八
二
五
⊥

九
四
五
1
』
図
録

(サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
昭
和
五
十
九
年
V、
五
入
頁
、
図
珊
。

五

品
川
硝

子
製

造
所
遺

構

発

掘

ガ
ラ

ス
片

と
類

似

の
プ

レ

ス
ガ
ラ

ス
の
比
重

ω
発
掘
ガ
ラ

ス
片
と
酷
似

の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
の
比
重

旭

光

/

擬

宝

珠

文

皿

(
Z
P

お

謹

`
嵩

>
1
切
"
Z
ρ

一
〇
㊤
一
』

b。
㌣

旨

写

真

3

・
5

)

の
比

重

は
前

者

二

枚

が

い
ず

れ

も

二

・
五

三
、

後

者

十

枚
が
表
5
に
示
す
よ
う
に
二

・
五
二
か
ら
二
・
六
九
に
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
後
者
は
そ
の
比
重
分
布
か
ら
み
て
、
異
な
る
時
に
製
造
さ
れ

踏

乖

申

中

之
9
H
㊤
刈
軽
゜
H
㎝
>

1

切

Z
(江
O
り
一

旨゚

>

1

匂

城

輩

歯

詰
沫
＼滋
凶
染
滑
目

4

蕗
ヨ

∪

°
竃

ひ

ー

『

])
.
一
幽
,
O
l

『

昌

織

ド

㎝
。

bの

゜
朝
〒

畠

引
N

°
㊦
゜

留洞
り

F衿

甥酵

 

ω
×

トの

トの
×

H
、
ω
×

ω
ム

×

一

"
り
×

朝

画

判

芯

卜∂

'
朝
ω

P
臼

画
魁
騨
粛
購

ω
゜
O
さ

鼎

"

躍
勘

昏
,
寸
N
キ

伴
鼎
寅

S
刈
。
マ
メ
萱

畑
N
S

岳
職

娼
゜

亭
脚

曝
響
粛

酵

算
、ヒノ薄

醤

幽
濤

嘩
圖
弊

団

メ

r
滝
゜
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た
も

の
が
、
お
そ
ら
く
出
荷
の
際
に
偶
然

一
組
と
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
三
好
鹿
蔵
製
造
の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
」
(四
)
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
横
菱
に
N

・
T
と
4
の
陽
刻
の
あ
る
十
五
曜

・
菊
/
ホ
ブ
ネ
イ

ル

ω

文
小
皿

(2
0
°
這
謹
゜
昭
O
)
は
、
そ
の
比
重
が
二

・
四
三
で

一
・
七
%

の

一
酸
化
鉛
、
○

・
〇
九
%

の
酸
化
バ
リ
ウ

ム
が
含
ま
れ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
旭
光
/
擬
宝
珠
文
皿
の
場
合
は
、
さ
ら
に
多
く
の

一
酸
化
鉛
を
含
む
は
ず
で
、
比
重
二

・
五
二
お
よ
び
二

・
六
九
の
ガ
ラ
ス
に
含

㈹

ま
れ
る

一
酸
化
鉛

の
百
分
率
は
、
F

・
E
・
ラ
イ
ト
氏
の
フ
リ
ン
ト
ガ
ラ

ス
に
お
け
る

一
酸
化
鉛
含
有
量
と
密
度
と
の
関
係
を
示
す
図
か
ら
、

他
に
数

%
の
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
有
し
て
い
る
場
合
を
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
数
%
お
よ
び
十
数
%
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
前
述
の
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
製
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
の
場
合
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
ま
な

い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
約
九
%
お
よ
び
約

一

七

・
五
%
の

一
酸
化
鉛
を
含
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
含
有

の
有
無
に
つ
い
て
は
、
比
重

の
測
定
値
か
ら
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
な

い
。

付

生
地
の
色
は
帯
灰
緑
色
で
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
製
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
の
無
色
透
明
な
生
地
と
は
著
し
く
異
な
る
。
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塘

摯

蹄

中

踏

乖

歯

4

畔

岳

㈹

画

」'

轡胆悼薗冴叫{

画

"

芯

回
滞
響
鶏
醤

Z
ρ
H
O
◎。
ω
.
o。
O

>

1

国

詰
沫＼
漸
圓
辮淋

耕諒

目∪60.ゆ1刈

N
°

牟

l
N
°

9

『
×

P
°。
×
卜。

レ

×
一

N
°

ら
◎。

P
U
爲

Z

呂
O
O
ω゚

お

こ

∪
°

O
°

Q。

N
°
㎝
　

Zρ

H
O
◎。
らo
°
Qo
刈

詰沫

＼
溜
半
滑耕

詰

∪
°

⑩

』

N

』°

Zρ

H
O
㊤Q
。
°

薩

諺

l

O

、
、

U
°

O
°
『

ー
O

bo

ひ〒

H

O
×
b。

レ

×
H

N
U
O

O
°
H
◎。○。1

凱

O

謙
勘
満
畑
×
ヰ
伴
嫡
謄
思
滑
蕪
3
純
て
×
蚤
畑
×
3
昌
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囎
゜
岳
脚
溜
響
痢
蝉
碑
ウ
轡
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メ
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。



資 料 番 号 資 料 名 生 地 の 色

Nα1983.86A-B

86C-E

87

旭光/擬宝珠文茶托

〃

旭光/婁 斗文茶托

帯 緑 灰 色

帯 灰 紫 色

"

Nα1993.43

44A-C

旭光/擬宝珠文茶托

旭光/婁 斗文茶托

帯 灰 緑 色

〃

表7発 掘ガラス片 と類型的文様のプ レスガラスの生地の色。

②

発

掘

ガ

ラ

ス
片

と
類

型

的

文

様

の
プ

レ

ス

ガ
ラ

ス

の
比

重

旭

光

/

擬

宝

珠

文

茶

托

(
Z
o
°
H
㊤
。゚
ω
゜
°。
O
』
「
炉

乞
o
」

O
㊤
ω
」

ω
゜
写

真

12

・
16

)

お

よ

び

旭

光

/

慰

斗

文

茶

托

(
乞
o
°
H
り
。゚
ω
.°。
8

Z

o
」

8

°。
卜
隣
>
l
O
°
写

真

15

・
17

)
は

、
い
ず

れ

の
場

合

も

擬

宝

珠

文

と

異

斗

文

が

混

ざ

っ
た

状

態

で
見

つ
か

っ
て

お

り

(
Z
o
°
H
O
°。
ω
゜
◎。
O
ー
°。
刈
と
Z
o
°
H
り
O
°。
°
お

ー
置

と

い
う

よ

う

に

〉
、
同

種

の
も

の
と

考

え

ら

れ

る
。
そ

の

こ

と

は

両

者

の
比

重

に

も

反

映

さ

れ

て

い

て
、
そ

の
値

は

二

・
四

七
か

ら

二

・
五

一
に

分
布

し

て

い

る
。

総

体

に
旭

光

/

擬

宝

珠

文

皿

よ

り

比

重

が
小

さ

く

、

し

た

が

っ
て

]
酸

化

鉛

含

有

量

も

少

な

い

と
推

測

さ

れ

る

(
表

6

)
。

付

生

地

の
色

は

一
様

で

は
な

く

、

い
ず

れ
も

不

純

物

の
鉄

の
た

め

多

少

と

も

緑

灰

色

、

灰

緑

色

を

帯

び

て

い

る

が
、

Z
o
」

㊤
。゚
ω
゜
°。
8

1
や

Z
ρ

H
O
°。
ω
゜
°。
刈
は
消

色

剤

で
あ

る

恐

ら

く

マ

ン
ガ

ン
化

合

物

の
過

剰

添

加

に

よ

り

灰

紫

色

を

帯

び

て

い

る

(
表

7

)。

(1)註②

棚

橋
淳

二

「
三
好

鹿
蔵

製
造

の
プ

レ
ス
ガ

ラ

ス
」

(四

院

大
学

・
短

期
大

学
学

術
研

究
会

、
平
成

六
年

三

月

)

棚

橋
淳

二

「
三
好
鹿

蔵
製
造

の
プ

レ

ス
ガ

ラ

ス
」
(
二
V

年

三

月
)
、

一
九
-

二
〇
頁
。

V
(
『
研
究

紀
要

』
第
三

十
五
号

、
松

蔭
女

子
学

、

一
二
頁
、

一
八

頁
。

(
前
掲

『
研
究
紀

要
』
第

三

十
三
号

、
平

成
四
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六

品
川
硝
子
製
造
所
遺
構
発
掘
の
ガ
ラ
ス
片
と
類
似
の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
の
成
形
技
術

ω
発
掘
ガ
ラ
ス
片
と
酷
似
の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
の
成
形
技
術

製
品

に
残
る
型
の
継
目
痕
か
ら
判
断
し
て
上
型

・
縁
型

・
下
型
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

皿
の
縁

に
二
箇
所
の
凹
ん
だ
部
分
が
み
ら
れ
る

(写
真

4
)。

こ
の
凹
み
は
二
枚
の
旭
光
/
擬
宝
珠
文
皿

(Z
o
」

り謹

」
㎝諺
l
bd
°
写
真
2

.

3
)
に
同
じ
よ
う
に
、
ほ
ぼ
等
間
隔
で
つ
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
こ
の
凹
み
は
二
つ
の
鋏
も
し
く
は
二
箇
所
を
同
時
に
挾
む
こ
と

の
で

き
る
特
殊
な
鋏
で
、
十
分
固
化
し
て
い
な
い
製
品
を
型
か
ら
取
り
出
す
際
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
た

が
、
型
痕
を
な
く
す
た

め
の
加
熱
処
理
の
効
果
が
こ
の
凹
み
の
部
分
を
中
心
と
し
て
皿
の
表
面

(表
の
面
)
に
強
く
み
ら
れ
、
凹
み
か
ら
遠

い
部
分
に
は
未
だ
型
痕

が
残

っ
て
い
る
こ
と
、
ポ

ン
テ
痕
が
み
ら
れ
ぬ
こ
と
か
ら
、
こ
の
凹
み
は
二
つ
の
鋏
も
し
く
は
二
箇
所
を
同
時
に
挟
む
こ
と
の
で
き
る
特
殊

な
鋏
で
保
持
さ
れ
た
状
態
で
、
し
か
も
保
持
さ
れ
た
箇
所
が
強

い
火
力
の
中
に
く
る
状
態
で
加
熱
処
理
が
行
わ
れ
た
際
、
皿
の
縁
が
軟
化
し

て
生
じ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
凹
み
近
く
の
皿
の
縁
は
熔
け
て
丸

み
を
帯
び
て
い
る
)。
加
熱
処
理
に
よ
り
型
痕
は
ほ

ぼ
消
え
て
い
る
が
、
貫

入
状
線
条

は
消
え
ず
に
残

っ
て
い
る
。
同
じ
型
に
よ
り
製
造
さ
れ
た
と
見
倣
さ
れ
る
旭
光
/
擬
宝
珠
文
皿

(]Z
o
」
8

H』
卜。
㌣

旨
写
真
5
)

に
は
上
記
の
よ
う
な
挟
み
痕

の
凹
み
は
み
ら
れ
な

い
。
貫
入
状
線
条

の
他
に
、

い
わ
ゆ
る
柚
子
肌
が
残

ウ
て
い
て
(写

真
9
)、
加
熱
処
理
は

行
わ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
裏
面
の
側
面
下
方

に
は
同
心
円
状
、
も
し
く
は
縦
・斜
等
の
織
が
み
ら
れ
る
(
表
8
参
照
、
写
真
6
)。

旭
光
/
擬
宝
珠
文
皿

(Z
P

H㊤
置
゜
嶺
臣
i
しd
噸
Z
ρ

一
りり
H
』
b。
〉
山
)
は
同
じ
型
で
製
造
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
し
、
径
も
ほ
ぼ

一
定
で
あ

ωる
。
し

た
が

っ
て
そ
の
厚
さ
の
変
動
は
ほ
ぼ
体
積

の
変
動
に
比
例
す
る
と
見
倣
す

こ
と
が
で
き
る
。
表
9
の
右
欄
は
2
0
°
お
㊤
ド
旨
O
の
体
積

相
当
量
を

一
〇
〇

・
○
と
し
た
と
き
の
他
の
体
積
相
当
量
を
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
値
か
ら
Nb。
岡
の
厚
さ
は
ト。8

の
厚
さ
の
約

一
・
五
倍
に
達
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表 面 裏 面
資料 番 号

柚 子 肌 雛 貫入状線条 雛

1974.15A O 一 ○ 0

15B △ 一 O △

1991.22A ○ 一 ◎ ◎

22B ◎ ○ O ◎

22C ○ ◎ ◎ △

22D ○ ○ ○ ○

22E ○ ○ ○ △

22F ◎ ○ ○ ○

22G O 一 ○ O

22H O 一 O △

221 ○ 一 ◎ ◎

22J ○ ○ ○ △

表8発 掘ガラス片 と酷似のプレスガラス(旭 光/擬 宝珠文皿)の 表裏両面 にみ られ

る成形上の欠陥。△は軽微、Oは 普通、◎は顕著であることを示す。

し
、
ま
た
体
積
相
当
量
の
変
動
係
数
も

一
二

・
七
〇
と
か
な

り
大
き
い
値
を
示
し
て
い
て
、
相
当
不
揃
い
の
製
品
を
製
造

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
(写
真
11
)
。
な
お
皿
の
側
面
は
写

真
11
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
底
面
に
垂
直
で
あ
り
、

こ
の
こ

と
か
ら
縁
型
は
ガ
ラ
ス
種
の
量
の
不
均
等
に
対
応
で
き
る
構

造
、
す
な
わ
ち
厚
み
は
あ
る
が
窄
ま

り
の
な
い
構
造
に
な

っ

て
い
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

②
発
掘
ガ
ラ
ス
片
と
類
型
的
文
様

の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
の
成

形
技
術

旭
光
/
擬
宝
珠
文
茶
托

(Z
o
°
HO
。。
ω゚
°。
㊦>
1
炉

客
ρ
H
㊤㊤
ω
゜

お
゜
写
真
12
・16
)
お
よ
び
旭
光
/
婁

斗
文
茶
托

(Z
o
」
O。。
ω
゜

°。8
乞
o
』
OO
ω
置゚
諺
1
ρ
写
真
15

・
17
)
は
旭
光
文
を
囲
む
擬

宝
珠
文
と
爽
斗
文
以
外
は
同
じ
文
様

・
様
式

で
あ
る
。

い
ず

れ
も
製
品

に
残

る
型

の
継
目
痕

か
ら

判
断
し
て
上
型

・
縁

型

・
下
型

・
底
型
が
用

い
ら
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

こ

れ
ら
の
内
、
特

に
Z
o
°H
O㊤
ω
゜
お
閣
Z
o
°
Hり
Oω
゜
昏軽
>
-
()は
型

の
継
目

へ
の
生
地
の
は
み
出
し

(
い
わ
ゆ
る
バ
リ
)
が
著
し

一21一



一 一一
資料 番号

空気中重量一水中

重量(体積相当)
同 平 均 同変動係数

1

No1991.22Cの 体 積相

当量 を100。0と した と

きの他の値

9(c耐 91e㎡ 〕

Nα1974.15A 94.05 109.9
90.63

15B 87.20 101.9

Nα1991,22A 90.85 106.2

22B 93.35 109.1

22C 85.55 100.0

22D 93.10 108.8

22E 94.95 111.0
102.68 12.70

22F 129.90 151.8

22G 117.10 136.9

22H 110.45 129.1

221 106.05 124.0

22J 105.50 123.3

表9発 掘ガラス片 と酷似のプレスガラス(旭 光/擬 宝珠文皿)の 体積相当量等。空

気中重量 と水 中重量の差(体 積相当)の 平均および変動係数 は,そ れぞれ小

数第3位 を四捨五入 した。これ らの皿の径 はほぼ一定なので,右 欄 よ り明 ら

かなように22Fの 厚 さは22Cの 厚 さの約1,5倍 もあることになる〔写真11(上

よ り下へ22Aよ り22J)参 照 〕。

い
。
砂
ポ
ン
テ
が
使
用
さ
れ
た
ら
し
く
、
ポ
ン
テ
撤
去
の

際

に
高
台
が
欠
け
た
も

の
、
ま
た
高
台
が
平
ら
に
研
磨
さ

れ
た
も
の
が
あ
る
(表
10
)。
下
型

に
よ
る
文
様
は
さ
程
深

く
な
い
が
鮮
明
で
あ
る
。
上
型
に
よ
る
面
は
加
熱
処
理

の

た
め
滑
ら
か
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
に
貫
入
状
線

条
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
Z
o
°
H
㊤。。
ω
b。α>
1
炉

Z
o
」
㊤
。。。。
°。。
刈

の
高
台
に
は
、
ほ
ぼ
高
台
を
横
切
る
方
向
に
貫
入
状
線
条

(
む
し
ろ
亀
裂
、
所
謂
ビ
リ
)
が
生
じ
て
い
る

(表
10
)。

②

こ
れ
ら
の
茶
托
は
、
ほ
ぼ
同
じ

径
で
、
し
た
が

っ
て
そ

の
厚
さ
の
変
動
は
ほ
ぼ
体
積
の
変

動
に
比
例
す
る
と
見
倣

す
こ
と
が
で
き
る

(表
11
)。

(1)註

井

上
曉

子

「
「
品
川
硝

子

」
に

つ
い
て
」
(
二

)
(
『O
冨
ω
ω

ー

ガ
ラ
ス
エ
芸
研
究
会
誌
』
第

七
号
、

昭

和
五
十

四
年

十

二

月
)
、
九

頁
。

山

口
勝

旦

「
び

い
ど
う
職

人

の
世
界
-

戦
前
の
プ
レ
ス
ガ
ラ

ス
ー

」
⑨

(
『目

の
眼
』
二

一
九
号

、

里
文
出

版
、

平
成

一22一



資料 番号 資 料 名
高台の貫入状線条
(むしろ亀裂) 高 台の研 磨

Nα1983.86A 旭光ノ概宝珠文茶托 ○ ○

86B 'ρ ○ O

86C 〃 ○ O

86D 〃 ○ ○

86E 〃 ○ 一

87 旭光/曳斗文茶托 ○ 0

Nα1993.43 旭光/擬宝珠文茶托 一 一

44A 旭光/製斗文茶托 ≒ 一

44B 〃 一 一

44C 〃 一 一

一 一

表10発 掘ガラス片 と類型的文様のプレスガラスの高台の状況。

資料番 号 資料名
空気中重量一水中

重量(体積相当)
同平均

同変動
係 数

Nol983.86Eお よ び
No1993.44Cの 体 積 相
当 量 を そ れ ぞ れ100.0
と した と きの他 の 値

Nα1983.86A

86B

86C

86D

86E

旭光/擬 宝
珠文茶托

〃

〃

〃

〃

9〔σの

34.25

32.05

29.50

29.70

26.70

9(面 ウ

30.44 8.38

128.3

120.0

110.5

111.2

100.0

Nα1993.44A

44B

44C

旭光/奥 斗
文茶托

〃

〃

31.95

31.55

29.15

30.88 4.00

109.6

108.2

100.0

表11発 掘 ガラス片と類型的文様のプ レスガラスの体積相当量等。空気 中重量 と水

中重量の差(体 積相当)の 平均および変動係数は,そ れ ぞれ小数第3位 を四

捨五入 した。これらの皿の径はほぼ一定なので,右 欄 よ り明らかなように86

Aの 厚 さは86Eの 厚 さの約1.3倍 もあることになる。
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(2)

六
年

十

二
月
)
、

一
]

一
頁

。

別

表

の

「
寸
法

」
欄

に
お
け

る
径

の
測
定
値

に
は
最
大

二

㎜
程
度

の
差

が
見

ら
れ

る
も

の
も
あ

る
が
、

こ
れ

は

ひ
ず

み
、

へ
た
り
、

型

の
継
目

へ

の
生

地

の
は
み
出

し

(
い
わ
ゆ

る

バ
リ

)、

加
熱

処
理

に
よ

る
部

分
的

変
形

に
起

因
す

る
と

判
断

さ
れ

る

の
で
、
底

面
積

に
相

当
す

る
値

は

ほ
ぼ

一
定

と
見
倣

す

の
と

が

で
き

る
。

七

所

見

工
部
省
品
川
硝
子
製
造
所
以
来
、
有
限
責
任
品
川
硝
子
会
社
に
い
た
る
十
数
年
間
、
こ
の
工
場
に
お

い
て
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
は
既
に
述
べ
た

よ
う

に

「
硝
子
工
英
人
」
「硝
子
工
独
逸
人
」
の
指
導
下
も
し
く
は
そ
の
影
響
下
に
お

い
て
製
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

ま
た
舶
載

の

「各
種

の

…
押

型
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
、
品
川
硝
子
製
造
所
遺
構
発
掘
ガ
ラ
ス
片
類
似
の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
と
同
時
期
の
英
国

等
で
製
造
さ
れ
た
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
と
を
比
較
し
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

発
掘
ガ
ラ
ス
片
と
酷
似
の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス

(旭
光
/
擬
宝
珠
文
皿
、
た
だ
し
品
川
の
ガ
ラ
ス
工
場
で
製
造
さ
れ
た
と
い
う
確
証
は
な

い
)

の
内

、
宮
o
」

O
置
」

切〉
「
Ud

(写
真
2

・
3
)
に
つ
い
て
は
加
熱
処
理
で
皿
の
表
面

(表
の
面
)
は

一
部
を
残
し
滑
ら
か
な
面
に
処
理
さ
れ

て
い
る
が
、
折
角
火
作
り

(h一「①
U
O
=
ω7
助昌
αq
)
の
技
術
を
学
び
な
が
ら
加
熱
方
法
が
悪
く
挟
み
痕
を
製
品
に
残
し
て

い
る
。
そ
の
点
、
英
国

の
意

匠
登
録
記
号
陽
刻
の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス

(乞
o
」
㊤
8
°
ω
"
Z
o
」

㊤露
゜
刈
゜
写
真
46

・
47
)
の
完
成
度

の
高
さ
と
比

較
に
な
ら
な

い
。
ま
た

ω

2
0
」
㊤
曾
』
N>
-
旨
(写
真
5
)
は
加
熱
処
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
挟
み
痕

の
凹
み
は
な
い
が
、
柚
子
肌
、
嫉

、
貫
入
状
線
条

の
著
し

い
も

の
も
あ
り
、
比
重
、
体
積
相
当
量
の
変
動
係
数
が
そ
れ
ぞ
れ
三

・
〇
七
〇
、

一
二

・
七
〇
と
大
き
く
、
さ
ら
に
体
積
相
当
量
の
比

(厚

さ
の
比
)
の
最
大
値
が
最
小
値

の
約

一
・
五
倍
に
達
す
る
な
ど
、
特
に
成
形
技
術
の
未
熟
さ
が
目
立
つ
。
こ
れ
に
対

し
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
製
プ

レ

ス

ガ

ラ

ス

(
Z
P

ド
O
漣

゜
α
H
㌣

ρ

Z
o
」

㊤
逡

.O
㎝
>
l
O
。
写

真

20

・
44

)

は

比

重

の
変

動

係

数

が
各

○

∴

八

八

、

○

∴

五

五

、

体

積
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相
当

量
の
変
動
係
数
が
各
六

・
九
〇
、
三

・
〇

一
、
さ
ら
に
体
積
相
当
量
の
比

(厚
さ
の
比
)
の
最
大
値
は
最
小
値

の
約

一
・
一
倍
前
後
と

い
ず

れ
も
そ
の
値
が
小
さ

い
。
ま
た
型
の
継
目

へ
の
生
地
の
は
み
出
し
、
見
込
み
面
に
お
け
る
貫
入
状
の
嫉
、
群
小

の
浅
い
凹
み
の
目
立

つ

も
の
も
あ
る
が
、
文
様
の
彫
り
が
深
く
触
れ
た
と
き
痛
み
を
感
じ
る
程
で
あ
る
。
な
お
生
地
の
色
に
つ
い
て
も
発
掘
ガ
ラ
ス
片
と
酷
似
の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス
が
か
な
り
灰
緑
色
を
帯

び
て
い
る
の
に
対
し
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
製
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
、
意
匠
登
録
記
号
陽
刻

の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス
は
無

色
透

明
で
あ
る
。

発
掘

ガ
ラ
ス
片
と
類
型
的
文
様

の
プ
レ
ス
ガ
ラ
ス

(旭
光
/
擬
宝
珠
文
茶
托
お
よ
び
旭
光
/
婁
斗
文
茶
托
、
写
真

12
・
16
お
よ
び
写
真
15
・

17
)
の
場
合
、
ポ

ン
テ
を
利
用
し
た
加
熱
処
理
の
技
術
導
入
が
み
ら
れ
、
そ

の
結
果
、
挟
み
痕
の
凹
み
は
な

い
が
、
乞
o
」
O°。ω
°゚。
①>
i
炉

客
P

HO
。。ω
゜
。。刈
に
は
高
台
に
、
高
台
を
横
切
る
よ
う
な
亀
裂

(ビ
リ
)
を
生
じ
て
い
る
。
高
台

の
研
磨
の
程
度
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
明
治
三
年
箱

書

の
ダ
イ
ヤ

・
螺
旋
/
唐
草
文
皿

(Z
9

お
。゚
H°
ω
H°。°
写
真
54
)
が
切
子
面
ほ
ど
の
仕
上
げ
を
し
て
い
る
の
に
対
し

て
Z
ρ

H㊤
。。
ω」
。。㊦>
1
炉

Z
P

HO
。。ω
゜
。。『
は
荒
磨
り
の
ま
ま
で
あ
る

(写
真
14
)。
他

(Z
o
°
HO
。。ω
゜
。。O
炉

Z
ρ

H㊤
Oω
゜
艀
ρ
冥
o
°
HO
O
ω゚
置
〉
⊥
G
)
は
荒
磨
り
も
な
さ
れ

て
い
な

い
。
ま
た
2
0
°
HO
。。ω
゜
。。
①国

(写
真
13
)
u
2
0
」
8
ω
゜
置
O

(写
真
18
)
な
ど
の
よ
う
に
加
熱
処
理
に
も
拘
ら
ず
型
の
継
目

へ
の
生
地

の
は

み
出
し

(
い
わ
ゆ
る
バ
リ
)
の
目
立

つ
も

の
も
あ
る
。
な
お
生
地
の
色
に
つ
い
て
も
灰
緑
色
を
帯
び
た
も
の
、
消
色
剤

の
添
加
過
剰
で

灰
紫
色
を
帯

び
た
も

の
な
ど
、
技
術
的
に
未
熟
な
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。

上
記

品
川
の
工
場
に
お
い
て
は
新
し
い
技
術

の
導
入
、
舶
載

の
工
具
の
利
用
に
よ
り
、
群
小
の
民
間
工
場
と
は
異
な
る
製
品
を
製
造
し
得

ワ
ロ

ヨ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
当
時
量
産
の
た
め
の
良
質
な
原
料
が
入
手
し
難
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
多
数

の
伝
習
生
を
擁
し
て
い
た
も
の
の
、

例
え

ば
定
量
の
ガ
ラ
ス
種
を
的
確
に
取
り
だ
す

こ
と
の
で
き
る
職
人
が
不
足
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
数
人
の
外
国
人
ガ
ラ

ス
エ
の
指

導
だ
け

で
は
短
期
間
に
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
障
害
が
、
欠
陥
と
な

っ
て
製
品
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う

こ
と

が
で
き
よ
う
。

一25一



発
掘
ガ
ラ
ス
片
と
酷
諏

の
プ

レ
ス
ガ
ラ
ス

(旭
光
/
擬
宝
珠
文
皿
)
に
つ
い
て
特
記
す
べ
き
は
、
匿
P
一〇
〇ド
』
隠
て
旨
の
申
に
比
重
が
二
⊥
ハ

九
に
達

す
る
も

の
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
た
明
治
時
代
中
期
の
プ

レ
ス
ガ
ラ

ス
〔皿
、

鉢
な
ど
)
で
は
、
比
重

の
大
き
い
も

の
で
も
二

・五
五
が
限
度
で
あ

っ
た
。
バ
ー
ミ
ン
ザ
ム
製
プ

レ
ス
ガ
■フ
ス
の
比
重
が
二
・
六
を
越
え
て
い
る
も
の
が
多

い
こ
と
を

考
え
る
と
、
外
国
人
が
ラ

ス
エ
に
よ

っ
て
酸
化
鉛
を
か
な
り
加
え
る
こ
と
が
指
導
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
る
。

121ω 註〔3〕

 

写

裏

棚
面

下
方

の
同

,心
円

状

の
肢

は
、

発
掘
ガ

ラ

ス
片

の
写

真

(
写
真

ユ

V

に
も

認

め
ら

れ
る

(写

真

の
右

方

)。

大

日
本
窯

難

協
会

「
日
本

近
世
窯
業

史

」
第

四
編

「
硝

子
工
業

」

(大

日
本
窯
業

協
会

、
大

正

六
年
、

昭
和

四
十

一
年

復
刻

)
.

=

ハ
頁

、

二

一
二

頁
.

井
上

暁

子

「
「
品

川
硝

子

」

に

つ

い
て
」

(
二

)

〔
「9

婁

ー

ガ
ラ
ス
エ
聾
研
究
会
菖

第

七
号
.

昭
和

五
十

四
年
十

二
月
)
、

一
〇
1

一
一
頁
。

真写
真
2
は
横
山
英
俊
氏
撮
影
。
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資料 番号 資 料 名 寸 法 空気中重1
W1

水中1量
W2 譜w、 比 重 備 考

Nα1974,15A 旭光/擬宝珠文皿
図

D.14.7

9238
.1
238.0

騒144
.0

144.0

2,530
2,531

2.53 気泡

15B ,' D.14.5
220.4
220.3

133.2
133.1

2,527
2,526 2.53

Nα1983.86A 旭光/擬宝珠文茶托 D.9.7
84.6
84.5

50.3
50.3

2,466
2,470 2.47

一

小気泡

86B " D.9.6
79.1
79.2

47.1
47.1

2,471
2,467 2.47

86C

一

〃 D.9.6
73.2
732

43.7
43.7

2,481
2,481 2.48

86D ll D.9.7 73.8
73.8

44.1
44.1

2,484
2,484

2.48

86E r「 D.9.7 67.1
67.1

40.4
40.4

2,513
2,513

2.5エ

一

Nq1983.87

一

旭光傑斗文茶托 D.9.6 66ユ

66.1

39.5
39.6

2,484

2,494
2.49

Nα1983.143 ボブネイル/唐草文小皿(淡 緑) D.10.4
103.8

103.8

64.5

64.5

2,641

2,641

i2
.64

イ ギ リスBirming-
ham
1864酸 化 銅 脈 理 気 泡

177 ボブネイル/唐草丈小皿(黄 緑) D.10.4
1

106.0

106.0

65.4

65.4

2,610
2,610

1
2.61 イ ギ リスBimi㎎ ・

11am1864

178 ホブネイル/唐草文小皿(淡 青) D.10.4
119.0
118.9

73.5
73.5

2,615
2,618 2.62 イ ギ リスBirmin号

11am1864

Nα1988.30A ボブネイル/葉文皿(淡 緑) D.16.7
321.4
321.4

215.5
215.5

3,034
3,034 3.09 イギ リスカ

30B 叩 D.16.8 336.7
336.7

225.9
225.9

3,038
3,038 3.04 〃

Nα199122A

一

旭光/擬宝珠文皿 D.14.7
2302

230.3
139.4
139.4

2,535
2,533

2.53 気泡

22B 〃 D.14.6
236.3

236.4

143.0

143.0
2,532
2,531

2.53 気泡

1

き



資料 番号 資 料 名
1
寸 法

空気中重量
Wl

一
:水 中霊量
鴨 轟 。 比 重 備 考

Nα1991.22C

一

旭光/擬宝珠文皿
㎝

D.14.6

翼217
.3

217.3

唇131
.8

131.7

2,541
2,538 2.54

22D 画' D.14.7
2502
250.1

157.1
157.0

2,687
2,686

2.69

22E り D.14.7
240.3
240.2

145.3
145.3

2,529
2,531

2.53 気泡

22F ,1 D。14.6
349.4
349.4

219.5
219.5

2,689

乱689
2.69 気泡

22G 〃 D.14.7
315.3
315.3

1982
1982

2,692
2,692

2.69

22H 〃 D.14.7
297.0
297.0

186.6
186.5

2,690
2,687

2.69

221 'ノ D.14.7
267.1

267』

161.0
16LO

2,517
2,518

2.52 気泡

22J 〃 D.14.7 283.6
283.6

178.1
178.1

2,688

2,688
2.69 気泡

Na1993.43 旭光/擬宝珠文茶托 D.9.8 80.3
80.4

48.3

48.4

2,509
2,512 2.51

一

小気泡 バリ ポンテ痕

Nα1993.44A 旭光/奥斗文茶托 D.9.9
80.0
79.9

48.0
48.0

2,500
2,504 2.50 小気泡 バリ ポンテ痕

44B

　

η D.9.7
79.0
79.0

47.5
47.4

2,507
2,500 2.50

1
小気泡 バリ ポンテ痕

44C 1' D.9.8
73.1
73.2

44.0
44.0

1
2,512
2,506 2.51 小気泡 バリ ポンテ痕

一 一

Nα1994.51A

一

ホプネイル/唐草文小皿 D.10.7 118,窪

118.3

71.2
71.2

2,514
2,511

2.51 イギ リスBimin鋤
haml860

51B ,' D.10.6 102.1
102.0

61.2
6L3

2,496
2,506

2.50 ,'

51C '7 D.10.7
101.9
101.9

61.1
61.2

2,497
21503 2.50 〃

1

°Q
N



資料 群号 資 料 名 寸 甚 空価中且1w
↓
卓中且量
w, 凸, 比 霊 億 考

恥1叩4.55A ホプネイル/唐草宝小皿
o

DユO,3
11乱 了 言
u$.7

酵7乱`

7乱4
ヨ,043

き.粥
3.05' イギ リスBirmi㎎ ・

h謹m1曜 莇

55B " 】〕.10.富
10豊.7

10"、7

73.`

73.7

ヨ.o詔

3,047
3.04 "

55c '1 D.1の.3
105.3

105.言

70,ε

70.7

3,034

き.倒a
丼.o` 〃

靱血珀94、50 出プ 亭イル/麿1革文小皿f棟 青1 1).10』

一

1σ8.1

互08」

1

聞 、&
苗.耳

2,617

窪.617
2.亀

イギ リスBi獅i寵B・
h㎝1君64

1

震
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写真1 品川硝子製造所遺構発掘ガラス片(博 物館 「明治村」編

『工部省品川硝子製造所記念展示』所載)

申

写 真2Nα1974.15A

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to include this image in electronic 
media. Please refer to the printed journal.



写 真7Nα1991.22C上/縁 型 継 目痕

'

写真8Nd991.22C上/縁/下 型継 目痕

写 真9Nα1991.22F柚 子 肌

写 真10Nα1991,22F貫 入 状 線 条

写 真3Nα1974.15A

写 真5Nα1991.22A

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the printed 
journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.



写 真15Nα1983.87

写 真16Nα1993.43

写 真17Nα1993,44A

写 真11Nα1991.22A-J厚 さ の 不 均 等

写 真12Nα1983.86A

写真13Nα1983.86E上/縁 型 継 目痕

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the printed 
journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.



Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.



写 真30Nα1983.178見 込 み の 小 凹群

写 真31Nα1994.60

写 真32Nα1994.60陽 刻1864

写 真33Nα1979.39

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.



写真40Nα1979.39見 込 みの貫入状雛
り 　

写真41M979.39下 型 による文様

写真36鵬 嘉7隻畏卑HURROBOTTOM

写真37㍑ 叢曾7蚤譜MINGHAM

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the printed 
journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the printed 
journal.



写 真46Nα1990.3部 分

写 真47Nα1992.7部 分

写 真48Nα1988.30A部 分

与 具49Nq1988.30B上/縁 型 継 目痕

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.



写 真54Nα1981.318部 分

写真55Nα1981.318見 込 みの小 凹群

写真50Nα1988.30B上/縁/下 型継 目痕

写 真51Nα1988.30B見 込 み の 雛

写真52Nα1988.30A下 型 による文様

写 真53Nα1987。18部 分

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to include 
this image in electronic media. 
Please refer to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in 
electronic media. Please refer 
to the printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.

Rights were not granted to 
include this image in electronic 
media. Please refer to the 
printed journal.



Nα1983.177

N(L1983.178

Nα1988.30A(-B)

Nα1991.22A(-J)

Nα1974.15A(-B)

Nα1983.86A(-E)

Nα1983.87

Nα1983,143

Rights were not 
granted to include 
this image in 
electronic media. 
Please refer to the 
printed journal.

Rights were not 
granted to include 
this image in 
electronic media. 
Please refer to the 
printed journal.

Rights were not 
granted to include 
this image in 
electronic media. 
Please refer to the 
printed journal.

Rights were not 
granted to include 
this image in 
electronic media. 
Please refer to the 
printed journal.

Rights were not 
granted to include 
this image in 
electronic media. 
Please refer to the 
printed journal.

Rights were not 
granted to include 
this image in 
electronic media. 
Please refer to the 
printed journal.

Rights were not 
granted to include 
this image in 
electronic media. 
Please refer to the 
printed journal.

Rights were not 
granted to include 
this image in 
electronic media. 
Please refer to the 
printed journal.

Rights were not 
granted to include
this image in 
electronic media. 
Please refer to the
printed journal.

Rights were not 
granted to include 
this image in 
electronic media. 
Please refer to the 
printed journal.

Rights were not 
granted to include 
this image in 
electronic media. 
Please refer to the 
printed journal.

Rights were not 
granted to include this 
image in electronic 
media. Please refer to 
the printed journal.



No.1994.60

Rights were not 
granted to include 
this image in 
electronic media. 
Please refer to the 
printed journal.




